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◆暖房 と蓄熱

　人間の暖のとり方は、ところによってさま

ざまである。 『枕草子』に、冬の朝、炭をも

って廊下をわたる姿を描いたくだりがある。

それが印象的で、私は、日本に古 くからある

暖房というと、火鉢を思い出す。

　 しかし正確にいうと、火鉢を暖房器具 とい

うのは間違っているらしい。暖房とは房(部

屋)を 温めるのであって、つまり部屋の温度

を上げることを意味する。火鉢は暖をとる器
　 　 　 　 　 　 　 　 　 おき

具ではあるが、それは熾に身をよせて暖をと

る、いってみれば焚 き火と同じ原理である。

むずかしい言葉を使うと、熾の輻射熱を利用

するということになる。

　では暖房器具はどこに、と探してみると、

日本では、暖房があまり発達 しなかったよう
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い　ろ　り

だ。古い日本家屋で暖をとる装置は、囲炉裏、
　 　 　 こたつ　　　　　　　　　　　　　　　　　あんか　　かいろ

火鉢、炬燵である。湯たんぽや、行火、懐炉

がこれを補った。石炭や薪、石油を燃料とす

るス トーブは暖房器具であるが、それは大正

時代に入って北海道から普及 していった。

　これに比べると、韓国にはオンドルがあ り、

ロシアにはペチカ、イギリスにはマン トル

ピースが古く からあって、いずれも室内の気

温を上げる暖房器具である。この中でマント

ルピース以外は、みな燃える火をすっぽ り覆

う器具で、熱い空気をつかまえてはなさない。

マントルピースは、燃焼によって生 じた熱の

かなりの割合を、煙突から戸外へ逃が してし

まう。その分燃料を必要とするので、熱効率

からみると、マントルピースはあまり優れた

暖房器具とはいえない。

　オンドルやペチカに共通するのは、蓄熱の

思想である。蓄熱 とは、燃焼によって生 じる

熱を蓄えて、燃焼が終わってからも熱を利用

する工夫である。同じように蓄熱を工夫 した

暖房器具として、 ドイツにカッヘルオーフェ

ンKachelofenが あ る。以下では、カッヘル

オーフェンについて述べることにする。

◆カ ッヘル オー フェンとは

　カッヘルオーフェンは、土やレンガでつ く

った炉の表面にタイルを施 した、据え置き式

の蓄熱器である。美しいタイルを施 した大型

のカッヘルオーフェンには、美術的に価値の

高いものもある。

　燃焼の炎をすっぽ り覆って しまうことは、
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